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それまでの政治経済ないし軍事歴史に集中する日本植民地研究と一転して、文学や文化に脚光を浴びさせたのであ ︒植民地体験をよりマイクロ的に、その体験がいかにひとりひとりの個人に影響を与えたかを考察するまでに進化した︒スクラッグス氏 ﹃トランスリンガル・ナレーション』はこの意味で重要な意義をもつしかし、今までの日本植民地 化研究 書物と一風違うのは、この本が文化や文学生産を植民地の時空においてとらえる歴史的な調査ではないということだ︒どちらかといえばポストコロニアルの視点からコロニアル時期のテクストを検証すると う方法 とる︒　
本書は冷戦期終結後、特に戒厳法が解除されたあと、植民期に
























































いう四人のあまり知られていない女性作家 その作品にそれぞれ一セクションずつ与えて論じ く︒そのなかで台湾の評論家の研究を引用しながら、台湾 女 作家研究に見られるいくつかの





































































そうはっきりとなるの ある︒　﹃トランスリンガル・ナレーション』はただのテクスト分析にとどまらず、日本語と、その後中国語という二つの ーパーランゲージの狭間で、正式な書き言葉 システムをもたない台湾語による台湾文学の生産・翻訳・鑑賞 実況を明快に る︒そしてコロニアルとポストコロニア の境目をぼやけさせ、相互相生のダイナミックを鋭利な分析によって浮かび上がらせた︒この意味で本書が日本と台湾植民地期 文学と映画研究、ポストコロニアル研究、そして日本語文学研究などそれぞれ 分野に大きく貢献することを 評者は確信している︒
